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Ⅰ 足利銀行について 
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足利銀行の歩み ～沿革～ 

明治28年 10月 栃木県足利市にて「足利銀行」創業 

明治30年 11月 群馬県桐生市に第1号支店開設 

昭和19年  3月 
栃木県唯一の普通銀行となる 
これまでに栃木・埼玉県下の6行を合併、12行より営業譲受 （※補足ご参照） 

昭和42年  2月 本店を宇都宮市に移転 

昭和60年  9月 創業90周年「企業理念」の制定、CIの導入 

平成15年 11月 経営破たん、特別危機管理開始決定（一時国有化） 

平成20年  7月 
足利ホールディングスが足利銀行の全株式を取得し再民営化 
（特別危機管理の終了） 

平成25年  4月 
中期経営計画「チャレンジ120～創業120年に向けた果敢なる挑戦～」スタート
（平成25年4月～平成28年3月） 

平成25年 12月 足利ホールディングスが東証一部に上場 

平成27年 10月 足利銀行が創業120周年を迎える 

本年はおかげさまで創業120周年。これからも地域とともに歩みつづけます。 



企業理念と行動指針 ～ 創業の精神を現在に受け継ぐ～  
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《企業理念》 

《行動指針》 



シンボルマークと行章  
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現在の本店（昭和４２年移転・宇都宮市） 

【昭和６０年頃】 

初代本店（現足利市） 

【明治２８年頃】 



新幹線

高速道路

栃木県

群馬県 茨城県

埼玉県

東京都
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広域ネットワーク （店舗網） 

《成長ポテンシャルの高い北関東エリア》 

＜地理的優位性＞ 
首都圏北部に位置。2020年東

京オリンピックに向けての需
要拡大、経済波及期待。 

＜交通インフラ形成＞ 

茨城、栃木、群馬を結ぶ「北
関東自動車道」全線開通。交
通ネットワーク整備が進む。 

＜豊富な観光資源＞ 

「日光二社一寺」に加えて、
「富岡製糸場と絹産業遺産群」
が世界遺産登録。 

当行店舗 ● 

《足利銀行の広域ネットワーク》 

26年9月末 
現在 

店舗 
店外 
ATM 

ﾛｰﾝ 
ｾﾝﾀｰ 

栃木県 112 181 15 

群馬県 15 13 5 

埼玉県 16 1 3 

茨城県 8 3 1 

その他 2 2 - 

合 計 153 200 24 

栃木県を中心に、成長ポテン
シャルの高い地域で、広域に
ネットワークを有し、お客さ
まの役に立つ金融サービスの
提供を目指しています。 
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足利銀行の強み （１）圧倒的な栃木県内シェア 

(％) 

※ゆうちょ銀行除く、当社調べ 

平成26年3月末 

平成20年3月末 35.9％ 

貸出金シェア 預金シェア 

40.4％ 

預金、貸出金とも栃木県内シェアは着実に拡大、あしぎんブランドが浸透しています。 
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足利銀行の強み （２）好調な手数料ビジネス 

314 323 330 

56 
70 

72 

374 

396 
404 

14.9% 
17.7% 17.8% 

H24上 H25上 H26上 

役務比率 

《コア業務粗利益の推移》 （億円） 

資金利益 

役務取引
等利益 

コア業務
粗利益 

※役務比率＝役務取引等利益÷コア業務粗利益 

本業で稼ぐ力を示す「コア業務粗利益」のうち、手数料ビジネス（役務収入）が好調です。 

 ATM関連手数料が増益に
寄与。 

投資信託や保険を中心に、
預り資産販売が引き続き
好調。 

役務利益全体では過去最
高水準であった前年同期
実績を更新。 

役務とは？ 

 お客さまとのさまざまな取引（サービ
スのご提供）で得られる手数料収入のこ
とです。 

 貸出金や預金以外の収益源の多様化が
必要となるなか、法人、個人を問わず、
コンサルティング機能を発揮した手数料
ビジネスを展開しています。 
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足利銀行の強み （３）経営管理体制（ガバナンス） 

経営管理体制図 
（ＨＤ－ＢＫ体制） 

委員会設置会社 

社外が半数を占める取締役会 

独立役員 3名 

過去の反省をもとに、ガバナンス改革を進め、先進的な経営システムを導入しています。 

足利銀行（H16年6月～）、足利HD（H20年7月～） 

取締役会
8名（うち社外4名）

〈代表〉執行役

経営管理部

指名・報酬・監査委員会

経営企画部 監査部

足利ホールディングス

足利銀行

あしぎん総合研究所足利信用保証

あしぎんカード

監視・監督 報告・申請

グループ経営会議/ALM会議
/コンプライアンス会議

経営の透明性 情報開示 経営の基本原則 説明責任 
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《預金等〔末残〕》 

足利銀行の規模 （１）預金 ～近隣他行との比較～ 

※当行調べ 

預金等残高 
地銀第１６位 
(H26/9末） 



（兆円） 
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《貸出金〔末残〕》 

足利銀行の規模 （２）貸出金 ～近隣他行との比較～ 
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貸出金残高 
地銀第１３位 
(H26/9末） 

※当行調べ 



16,027 

19,600 

4,949 34,292 
36,856 

38,895 
40,577 

23/9末 24/9末 25/9末 26/9末 

預金・貸出金の推移 

預金、貸出金とも順調に増加しています。そのペースは地銀平均を上回っています。 

34,751 

11,698 

2,717 

2,748 

46,734 
48,249 

50,046 
51,916 

23/9末 24/9末 25/9末 26/9末 

《預金等の残高推移》 

ＮＣＤ ＋581 

公金＋金融 

法人 

個人 

＋407 
(＋3.6%) 

＋936 
(＋2.7%) 

《貸出金の残高推移》 （億円） 

＋1,335 
(＋9.0%) 

＋306 
(＋1.5%) 

個人 

法人 

公金＋金融 

（億円） 
 ＋1,870億円 
  年率＋3.7％ 
（地銀平均+3.0％） 

 ＋1,682億円 
  年率＋4.3％
（地銀平均+3.5％） 
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資産の健全性 

《不良債権（金融再生法開示債権）の推移》 （億円） 
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1,664 

248 

4,119 

716 

1,564 

83 

7,348 

3,987 

2,490 

1,835 
1,469 1,502 

1,264 1,190 1,223 1,225 1,144 1,048 

20.31% 

2.54% 

H16/3 H17/3 H18/3 H19/3 H20/3 H21/3 H22/3 H23/3 H24/3 H25/3 H26/3 H26/9

不良債権比率 

要管理 
債権 

（貸出条件を
緩和している

債権等） 

危険債権 
（元本の回収
及び利息受
取りができな
い可能性の
高い債権） 

破産更生
債権等 
（経営破たん
に陥っている
先の債権） 

不良債権比率は 

中期経営計画の目標水準
（3％以内）まで低下。 

  ※地銀平均は 2.6％ 
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自己資本の充実 

1,466 

2,098 

2,529 
2,347 2,467 

5.75% 

8.63% 9.70% 
8.49% 8.82% 

H21/3 H23/3 H25/3 H26/3 H26/9

自己資本比率 

【ホールディングス連結】 《自己資本比率》 

（億円） 

バーゼルⅢ 

1,554 

1,982 
2,199 

2,429 
2,570 

6.05% 

8.07% 8.36% 8.68% 9.07% 

H21/3 H23/3 H25/3 H26/3 H26/9

自己資本比率 

【銀行単体】 《自己資本比率》 
（億円） 

自己
資本 

自己
資本 

バーゼルⅢ 



Ⅱ 現在取り組んでいること 



       16 

個人のお客さま （１）ライフステージにマッチした商品のご提供 

エントリー期（新社会人）、住宅取得期、シニアライフと３つのライフイベントにフォーカスし、それぞれの
ニーズにマッチした商品・サービスを提供しています。 

朝日信託との業務提携 
 （遺言信託の相談） 

エントリー期 住宅取得期 シニアライフ 

カードローン  「モシカ」「ATM」「ポップメゾンⅡ」等 

教育カードローン「カルチェラタン」 

フリーローン 「ふるり」「ウエブロ」「メゾンプラス」等 

フレッシャーズキャンペーン 
（給振＆クレジットカード） 

「８つの疾病保障付」住宅ローン 

11,951 12,553 13,510 
14,809 

23/9末 24/9末 25/9末 26/9末 

《住宅ローン残高の推移》 

＋1,298 
億円 

(＋9.6%) 

（億円） 

200 

61 

25 
25 
20 

321 311 299 

333 

23/9末 24/9末 25/9末 26/9末 

《無担保ローン残高の推移》 

フリー 

リフォーム 

教育 

マイカー 

カード 

マイカーローン 

年金相談会 

教育資金贈与専用預金 

（億円） 

預り資産 （投資信託、保険、債券）  （※次頁参照） 
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個人のお客さま （２）「貯蓄から投資へ」預り資産営業の強化 

《個人預り資産の推移 (末残）》 （億円） 

3,041 

2,799 

1,258 6,073 
6,582 

6,927 7,100 

H23/9 H24/9 H25/9 H26/9

投資
信託 

保険 

債券 

※保険＝個人年金保険＋終身保険＋学資保険 

 預り資産販売者（約270名）の教育・訓練 

 保険・証券会社との協力体制 

 タブレット（販売支援ツール）の導入拡大
（300台） 

 NISA獲得による囲い込み・稼働率の向上 

  ⇒ 裾野（顧客層）の拡大へ。 

 

「貯蓄から投資へ」「シルバー富裕層の増加」に対応 

お客さまの投資目的に応じた、さまざまな運用商品を取りそろえ、専門スタッフが資産づくりのご相談を
お受けしています。 

株式投信残高 
地銀第 ３位 
(H26/9末） 

NISA口座開設数（H26/9月現在） 

51,451件  （口座稼働率 40.3％） 
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法人のお客さま （１）事業性評価とソリューションのご提供 

お客さまとの「リレーション」を通じて、事業性評価を行い、卓越したソリューションを “お客さまの求め
るものを、求めるときに” 提供します。 

 
 

新商品 

あしぎんニュービジネス支援資金 

あしかが企業育成ファンド 

あしぎん成長基盤支援資金 

あしぎん環境対応サポート資金 

ABL（動産・売掛金担保融資） 

シンジケートローンの組成 

私募債の引受 

新商品 

あしぎんビジネスローン「サポートα 」 

外部環境

お取引先企業

機会 脅威

弱み強み

お取引先企業の

事業性評価
お取引先企業の

経営課題の把握

売上・販路拡大

利益率改善

財務改善・資本強化

事業承継

資金調達力強化

運用強化

お
取
引
先
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

本

部

エ
リ
ア
本
部

営
業
店
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法人のお客さま （２）成長分野への取組み 

（億円） 

302 297 320 

559 604 692 

861 901 
1,012 

24/9月 25/9月 26/9月 

《医療関連貸出（平残）》 
＋111 
 (年率＋12.3%) 

クリニック 

病院・介護 

医療・ 
介護分野 

食と農 「医療チーム」（専任4名）による支援 

「あしぎんメディカルレポート」創刊 

「医療経営士」認定者 60名 

「食と農」企業支援プロジェクト 

「とちまる６次産業化成長応援ファンド 

「農業経営アドバイザー」認定者 23名 

第1号案件（H26年9月）、第2号案件（H27年
1月）への出資が、相次いで決定！ 

H26.11月 地方銀行フードセレクション2014にて、出店企業と。 

経済・社会の変化に合わせて、「医療・介護分野」や「食と農」など、成長が期待される分野での資金需
要に対応すべく、さまざまな取組みを展開しています。 
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法人のお客さま （３）海外ビジネス支援 

 香港駐在員事務所開設の許認可を取得  
 ⇒  アジアへ進出するお客さまをサポートする拠点として今春オープン 

栃木 

取引先の海外進出状況（2013年） 
 918先（うちアジア764先） 

中国・香港 449先 

タイ 97先 

ベトナム 49先 

インドネシア 31先 

アジアを中心にお客さまの海外取引拡大や海外進出が拡大するなかで、現地最新情報の提供や販路
拡大の支援など、サポート体制の充実を図ります。 

香港 

海外銀行との提携強化 

＜提携先＞ 
中国銀行 （中国） 
カシコン銀行 （タイ王国） 
ベトコム銀行 （ベトナム） 
インドステイト銀行 （インド） 
メトロポリタン銀行 （フィリピン） 
CIMBニアガ銀行 （インドネシア、協力銀行） 

海外ビジネスセミナー開催 

海外ビジネスマッチング支援 

 第1回ものづくり商談会＠バンコク2014 
 FBC上海2014（日中ものづくり商談会） 
 「ワールド・ビジネス・シンポジウム＆メガ・ 
 マッチング2014 

日本貿易保険（NEXI）との提携、ジェトロセンターの栃木県誘致 
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地域への貢献 ～社会貢献活動（CSR・企業の社会的責任）～ 

地域イベントへの積極参加 

国際交流 

H26.11月 日光ハイウェイマラソン 
H26.12月 全国高校生金融経済クイズ選手権「エコノミクス甲子園」栃木大会 

H26.10月 公益財団法人あしぎん国際 
       交流財団助成金交付式 

H26.6月 新入行員による足尾の山 
      への植樹活動 

H26.10月 日光杉並木清掃活動 

金融教育 

H26.8月 キッズマネースクール 

環境問題への取組み 

持続的な地域社会の発展に貢献すべく、さまざまなCSR活動を積極的に展開しています。 



Ⅲ 業績見通し 
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H27年3月期業績見通し 

【銀行単体】 《通期業績見通し》 

(億円）
H27/3期
当初計画

H27/3期
修正予想

期初
予想比

920 960 + 40 

180 210 + 30 

150 170 + 20 当期純利益

経常収益

経常利益

【ホールディングス連結】 《通期業績見通し》 《今後の配当方針》 

(円）
H27/3期
当初予想

H27/3期
修正予想

当初
予想比

8.0 9.0 + 1.0 

17.7% 17.6% △ 0.1% 

45.01 51.01 + 6.00 

年間配当額

配当性向（連結）

1株あたり利益

(億円）
H26/3期

実績
H27/3期
修正予想

前年比
期初

計画比

786 788 +2 +16 

799 793 △ 6 +16 

638 645 +7 +7 

143 139 △ 4 +8 
その他業務利益 17 8 △ 9 - 

国債等債券損益 13 4 △ 9 △ 1 

489 479 △ 10 △ 2 

296 308 +12 +18 

74 41 △ 33 +1 

123 4 △ 119 △ 1 

354 279 △ 75 +25 

321 196 △ 125 +25 

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

コア業務粗利益

経費

与信関係費用

株式等損益

当期純利益

経常利益

コア業務純益

【ポイント①】 
本業の実力を示す
資金利益、役務取引
等利益は期初計画
を上回る見込み 

【ポイント②】 
コア業務純益は中期
経営計画の目標300
億円を１年前倒しで
達成する見込み 



株価推移 
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  足利HD JPX400組入17銘柄の分布 地銀平均 

3期平均 
ROE 

7.33% 12.42% ～ 4.23% 4.74% 

3期累計 
経常利益（億円） 

642 2,936 ～ 586 507 

時価総額（億円） 
(2014/6/30) 

1,443 7,533 ～ 1,437 1,287 

(注) 3期＝2012/3期、2013/3期、2014/3期 300
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株価（円） 売買高（千株） 足利ホールディングス （7167） 株価推移 

25日間移動平均線 5日間移動平均線 

予想PER 9.04倍  

PBR 0.59倍 

予想EPS 51.01円 

BPS 780.42円 

配当利回り 1.95% 

予想PER、PBR、配当利回りは
2015/1/16現在 



Ⅳ ご参考 
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（補足）足利銀行の歩み～県内外銀行との合併・営業譲受～ 

※旧銀行名は、合併または譲受時の商号

羽生銀行 （昭2年12月合併）

栃木農商銀行 （昭11年6月合併）

小山銀行 （大14年6月合併）

葛生銀行 （大14年6月合併）

宇都宮商業銀行（大13年8月合併）

佐野銀行 （大9年2月合併）

深谷商業銀行 （昭3年4月譲受）

栃木倉庫銀行 （昭5年7月譲受）

鹿沼興業銀行 （昭8年3月譲受）

烏山銀行 （昭10年4月譲受）

益子銀行 （昭11年5月譲受）

久下田銀行 （昭11年8月譲受）

黒羽銀行 （昭11年11月譲受）

黒羽商業銀行 （昭12年2月譲受）

祖母井銀行 （昭12年9月譲受）

那須商業銀行 （昭13年2月譲受）

茂木銀行 （昭13年3月譲受）

下野貯蓄銀行 （昭19年3月譲受）

足 利 銀 行
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中期経営計画の概要 

中期経営計画「チャレンジ１２０」 ～創業１２０年に向けた果敢なる挑戦～ 

基
本
戦
略 

取引基盤の盤石化（貸出、預金等取引シェア拡大）・・・資金利益維持・増大 

重
要
経
営
目
標 

3.4  3.6  

11 12 15

貸出金(平残） 

4.6  4.8  

11 12 15

預金等(平残） （兆円） 

227 257 
172 186 

11 12 15

コア業務純益 HD経常利益 

769 754 
541 497 

11 12 15

コア業務粗利益 経費 

県内 
シェア 

 45％  

県内 
シェア 

 40％  

ＯＨＲ 

 61％  

(年度) 

（兆円） 

（億円） （億円） 

(年度) 

(年度) (年度) 

多様なニーズに対応するコンサルティング力充実・発揮・・・対個人・法人の手数料増強 

経営効率化による経営体質強化・・・ＯＨＲ引下げ 

営業基盤の拡大（埼玉等への新たな拠点展開検討）・・・成長ポテンシャル取込み 

基本コンセプト コア業務純益の増大 

4.0 5.0 

300 
478 190 

774 



(億円）
24/9期
実績

25/9期
実績

26/9期
実績

前年
同期比

26/9期
期初計画

計画比

① ② ②－① ③ ②－③

374 396 404 + 8 382 + 22 

430 410 409 △ 0 382 + 26 

314 323 330 + 6 316 + 13 

56 70 72 + 1 65 + 7 

その他業務利益 59 16 7 △ 8 1 + 6 

国債等債券損益 56 13 4 △ 8 - + 4 

257 247 244 △ 3 248 △ 4 

136 128 130 + 2 128 + 1 

104 103 98 △ 5 101 △ 2 

173 162 165 + 2 134 + 31 

116 148 160 + 11 134 + 26 

6 29 14 △ 15 12 + 1 

△ 1 64 △ 0 △ 65 - △ 0 

168 195 156 △ 39 115 + 40 

法人税等 6 8 62 + 53 39 + 23 

法人税等調整額 6 △ 39 △ 19 + 19 3 △ 22 

154 223 113 △ 110 73 + 40 

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

コア業務粗利益

経費

与信関係費用

株式等損益

人件費

中間純利益

物件費

実質業務純益

経常利益

コア業務純益
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H26年9月期中間決算概要（１） 足利銀行単体 

銀行単体のコア業務粗利益は、前年同期比＋8億円の404億円。コア業務純益は、同比＋11億円の160億円。 
経常利益は、株式等売買益の減少を主因として、同比△39億円の156億円。中間純利益は、税金費用の増加により

同比△110億円の113億円。 

《足利銀行単体損益》 
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H26年9月期中間決算概要（２） 足利ホールディングス連結 

HD連結の経常収益は、前年同期比△71億円の493億円（業績予想比＋43億円）。 
経常利益は同比△36億円の125億円（業績予想比＋45億円）。 
中間純利益は同比△107億円の77億円（業績予想比＋37億円）。 

《足利ホールディングス連結損益》 

(億円）
24/9期
実績

25/9期
実績

26/9期
実績

前年
同期比

26/9期
期初予想

予想比

① ② ②－① ③ ②－③

519 565 493 △ 71 450 + 43 

436 424 424 + 0 391 + 33 

299 290 287 △ 3 291 △ 4 

10 31 20 △ 11 21 △ 0 

△ 3 59 △ 0 △ 59 - △ 0 

131 162 125 △ 36 80 + 45 

9 10 64 + 53 42 + 22 

7 △ 36 △ 16 + 19 3 △ 19 

114 185 77 △ 107 40 + 37 

（参考）

145 216 108 のれん償却前利益

経常収益

経常利益

連結粗利益

営業経費

与信関係費用

株式等損益

中間純利益

法人税等

法人税等調整額
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マザーマーケット 「栃木県」 の魅力 

●大手企業や技術力の高い中小企業が集積    ●栃木県の観光客入込数・宿泊数とも回復傾向  

【出所】経済産業省「工場立地動向調査」 

《ものづくり県 とちぎ》 《豊富な観光資源》 

《地元企業の景況感》 

●消費増税の反動減長引くも、一部では明るさ   

【出所】あしぎん総合研究所「第166回あしぎん景況調査」 
出所：経済産業省、栃木県統計課「平成24年経済センサス活動調査（製造業）結果」

輸送機械, 18.2%

化学, 9.3%

飲料・たばこ, 8.5%

情報機械, 7.5%

食料品,
6.0%

プラスチック,
3.8%

電気機械,
5.2%

生産機械,
5.3%

金属, 5.1%

非鉄, 5.0%

他の14業種, 24.2%

18.2%

9.4%

3.3%

3.6%

8.4%

3.8%
5.2%5.3%4.0%

3.2%

35.6%

外円：栃木県

内円：全国

製造品出荷額等の産業別構成比（栃木県と全国の比較）
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業況判断DI値の推移 

製造業 非製造業 

       ※点線は前回調査の見通し 

【出所】栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査 
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事前に株式会社足利ホールディングスの許可を書面で得ることなく、本資料を転写・複製
し、又は第三者に配布することを禁止いたします。本資料は情報の提供のみを目的として作
成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘するものではありません。本資料に記載され
た事項の全部又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。本資料には将来の業
績に関する記述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではな
く、経営環境の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。 

投資家さま向けの情報を当社ホームページに掲載しております。 
どうぞご利用いただきますようお願いいたします。 

       http://www.ashikaga-hd.co.jp/shareholder/ 


